







わが国においてそれを先駆的に実践したのが 1946（昭和 21）年 2月に設立さ
れた「財団法人二































のは，清水と社会学者・川上源太郎が 1971（昭和 48）年に行った「対談 二十
世紀研究所」（『季刊社会思想』1971 年第 1-3 号）と，清水の回想「わが人生


























　財団法人設立に必要な資産は細入が用意した 100 万円で，うち 50 万円を基



























　財団法人二十世紀研究所は 2008（平成 20）年 11 月まで施行されていた民法







およびその後の寄附行為変更に係る文書が，廃棄を免れて 1976 年から 1980 年
にかけて移管されていたことが判明した．これら文書は「二十世紀研究所（設
立）S20 年度」（以下，簿冊 S20），「二十世紀研究所（設立）S21 年度」（以下，
簿冊 S21），「二十世紀研究所（設立）S24 年度」（以下，簿冊 S24）という 3冊




るように保存期間が 30 年とすると 2017 年 6 月に満了を迎えていたはずだが，今のところ国立公
文書館にも移管されていない．
8）　「学術，技芸，慈善，祭祀，宗教その他の公益に関する社団又は財団であって，営利を目的と
しないものは，主務官庁の許可を得て，法人とすることができる．」（民法（明治 29 年法律第 89


























































　残りの簿冊 S21 と簿冊 S24 に収められているのは，いずれも事務所の所在
地変更に伴う寄附行為の表記の変更申請とその許可をめぐる文書である．一
見，さして重視を要しない文書のように思われるが，実はここですでに，上述















　簿冊 S20 の最初に収められている「法人設立ノ件指令案」（資料 S20-01）は
いわゆる設立許可書で，文部省の印字がなされた省庁罫紙に手書きで「昭和
二十一年一月二十五日附申請財団法人二十世紀研究所設立ノ件民法第三十四






所の設立申請は 1946 年 1 月 25 日付でなされたこと，そして設立許可は清水の





めたのは 1月 20 日とあったが，それから 5日程度で文部省への申請書類（簿
冊 S20 に収められている各種文書）を用意できるとは考えにくい．細入と清
水が「あれこれと思いつきを喋ってい」た 1945 年夏以降，随時，法人設立に
向けた準備を進めていたとみるべきだろう．とくに，1945 年 12 月 10 日付で




　この寄附行為の制定と同じ 12 月 10 日付で，細入が財団法人設立のため 100
万円を寄附している（資料 S20-10）。この資金は二十世紀研究所の財産となり
（資料 S20-07），帝国銀行有楽町支店に預金された．同行が翌 1946 年 1 月 17
日付で発行した前年 12 月 15 日時点の預金残高証明書（資料 S20-12）からは，
50 万円が普通預金，20 万円が第四回割増定期預金，残り 30 万円が定期預金で
あったことが知られる．























寄附行為は全 23 条からなり，内訳は第 1章総則（第 1条），第 2章名称（第 2
条），第 3章目的及事業（第 3条～第 4条），第 4章事務所（第 5条），第 5章
資産及会計（第 6条～第 11 条），第 6章理事及幹事（第 12 条～第 15 条），第







































































資料 S20-08「研究室借用承諾書」（同：昭和 21 年 1 月 24 日），資料 S20-11「就
任承諾書」（同：昭和 21 年 1 月 10 日），資料 S20-12 の預金残高証明書（同：
昭和 21 年 1 月 17 日）にも認められる．細入らが作成した文書に「学園」が残






























































































































































































































男・惣吉に続く四男である 27）．資料 S20-18 によると，彦作は藤太郎と同じ立教
大学を 1940（昭和 15）年 3月に卒業しているが，藤太郎が文学部英文学科卒
業だったのに対し，彦作は経済学部経済学科の卒業である．同年 4月に大日本
航空株式会社（終戦時に解散）に入社．戦争開始直後の 1942（昭和 17）年 3
月に「同社退社，海軍航空本部奏任嘱託トナリ，海軍航空本部所属児玉機関ニ







　いまひとつの資料は，資料 S20-08「研究室借用承諾書」である．1946 年 1
月 24 日付で「緑商会」なる会社が発行したこの文書によると，二十世紀研究
所の研究室は当初，「東京都京橋区木挽町五丁目二番地 緑ビル三階」にあるこ
の企業の一角に 20 坪で構える予定だったらしい．現在の東京都中央区銀座 5

















































――，1977，『昨日の旅』（再録：清水禮子編，1993，『清水幾太郎著作集 第 16 巻』講談
社）．
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